
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春の学習交流集会 
日 時： 4 月 16 日 (土) 13:20～16:30 

13:00～受付 

13:20～13:30  オープニング（昨年はフルート） 

13:30～     主催者挨拶 

  各分野発言 

  講演・質疑応答 

～16:30  まとめ・行動提起 

テーマ： 
 「命を値切る福祉改悪の動向とどのように切り結ぶか」 
             

講 師： 石倉 康次 氏  
（立命館大学産業社会学部教授） 

（総合社会福祉研究所 理事長）    
 

参加費： 無料 
 

場 所： 労働会館東館ホール 
 

 

主 催：福祉予算削るな！ 福祉を金儲けにするな！ 第 18 次県民集会実行委員会 

連絡先：名古屋市熱田区沢下町 9－7 労働会館東館 405 全国福祉保育労働組合東海地方本部 

ＴＥＬ:052-881-2971 ＦＡＸ:052-881-2998 E-MAIL:fukuhotk@onyx.dti.ne.jp 

昨年の県民集会春の学習交流集会

では峰島厚立命特命教授から、福祉の

さらなる市場化と闘うには「暴利」と

「営利」を区別し営利法人にも働きか

け「暴利」に対する闘いをとの提起が

ありました。2000 年介護保険導入以

降、福祉分野は市場化・契約制度化が

進められています。石倉先生は「この

ような動向においては、社会福祉サー

ビスを提供する福祉システムと福祉

事業経営のあり方がポイントとなる」

と、研究を重ねてこられました。介護

保険の在宅サービス分野では営利企

業体が運営する「社会福祉事業所」が

多数派になり、国や自治体によって

“福祉が値切られている”現在、私た

ちは、憲法 25 条に基づく“権利とし

ての社会福祉”をどう再構築していく

のか、皆さんで考えたいと思います。 

今（2/1 時点）、国が進めようとして

いる社会福祉法の一部「改正」は、地

域公益活動として社会福祉法人に国

の責任を肩代わりさせるものです。こ

の問題とも絡み合わせ、福祉現場が地

域や対象者の要求をどうとらえ、どう

実践を広げていくことが、国の責任を

縮小させずに制度の改善・拡充につな

げていけるのか、現場の問題提起から

石倉先生と共に深め、これからの行動

する力にしていきます。   

参加型講演にチャレンジします。 
事前に皆さんから、石倉先生に聞

きたい質問や現場からの問題提起

を募り、当日お答えいただきます。

質問・実態告発は裏面を使いＦＡ

Ｘするかメールで。3/8(火)〆切。 

内容(予定) 



FAX 052-881-2998 〆切 3/8（火） 

 

 

 

所属（   ） 名前（        ） 
＊匿名希望の方はその旨をご記入ください。 

 

石倉先生に質問したいこと 

現場からの問題提起・現場実態など 

 

＊時間や講演の内容の流れで、すべての質問に答えることが出来ないこともあります。ご

了承ください。 


